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パクパの仏教思想に基づ くフ ビライの王権像につ い て

石濱　裕美子

は じめ に

　元朝 におけるチ ベ ッ ト仏教の 興隆 は周知の こ とで あ り、
こ とに フ ビ ラ イ の 帝師で ある パ ク パ の

事績 に対 して は従来数々 の 言及が な され て きた 。 また 、フ ビラ イとパ クパ の 伝説 は時代を超えて

モ ン ゴ ル 、満州の 歴 史に大 きな作用 を及ぼ した こ とも忘れ て はな らない ω
。 しか し 、

こ の 両者が 、

その 在世の 間に実際 どの よ うな考えを持ち 、 その 考えに基づ い た仏教儀礼は ど の よ うな もの で あ

り、
パ ク パ の 思想の 中で フ ビラ イは ど の よ うに位置づ け られて い た の か等 とい う問題 は意外 に も

従来明 らか に され て い なか っ た 。 それ は従来の 研究が全て 歴 史学的ア プ ロ ーチによ っ て お り、 思

想的系譜や仏教文献学的な視点か らの ア プ ロ ーチが なされて い なか っ た た めで ある。

　本稿で は フ ビラ イの 王権像 を 、 宮廷仏事の 面 （1）と 、
こ の 仏教儀礼 を演出 した帝師パ ク パ の 著

作 （II）か ら明 らか にする もの で ある 。

L 宮廷仏事 に見 る フ ビ ラ イの 王権像

（1）パ クパ 在世時の フ ビ ライ宮廷の 佛事

　以下 にパ ク パ 在世時の 元朝の 国家儀礼に関係す る と思わ れ る佛事を年代順 に揚げる 。 特に記載

の ない 場合は 『元史』巻六 〜十 ・世祖本紀 に基づ く。

1260　中統元年秋七月

　　　　　　 十二 月

1261 中統二 年 　九月

1262 　中統三年十一月

1264　中統五年　八 月

1267　至元四年

1269 　至元 六年十二 月

1270　至元七年

神主 を聖安寺に移 す （『元史亅巻七 四 ・祭祀志三 ・宗廟上 p．7444d）。

パ ク パ 、国師就任 （p．7246b）。

祖宗の神主 を聖安寺 に移す （p，7247a）。

聖安寺に勅 して佛頂金輪会 を行 う。 長春宮に金隸の周天醺 を設ける

（p．7248c）o

燕京を中都 と改称 （『元史』巻五 八 ・地理志 ・地理 一
p．7394c）。 元号

至元 に改称。

大都建設始 まる （同上 p．7394c）。

パ クパ の 勧め に よ り王座 の 上 に白傘蓋 を、 また 、 崇天 門の 右の 鉄柱に

金輪を置 く （『析津志輯佚』北京古籍 出版社 1983p．214）。

国師に命 じて、太廟にお い て佛事 を始 め る （『元史』巻 七四
・祭祀 三 ・

宗廟上 P．7444d）。

パ クパ
、 帝師就任 。

パ クパ の 勧 め に よ り、 大明殿の 玉座上 に 白傘蓋 を置 く。 こ の 年以後 、
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　　　　　　　十二 月

1271 至元八年十一
月

1272　至元九年　七 月

　　 　　　　 十二 月

正273　至元十年　三 月

1274　至元十
一

年正月

　　 　　　　　 三 月

　　　　　　　（同月）

1276　至元十三 年九月

1279　至 元十六 年六 月

　　 　　　　　 七月

　　 　　　　 十二 月

毎歳二 月十五 日に白傘蓋の 佛事を行 う　（『元史』巻七七祭祀六 ・國俗

舊禮 p．7455d 〜7456a）。

大護国仁王 寺、着工 （p．7253c）。

国号を元 と改め る （p．7254b）。

都城 に僧 を集めて大蔵経九会を読誦 させ る （p．7254d）。

大聖壽萬安寺、着工 （p．7255b）。

皇后
・皇太子冊立、天下に詔す （p．7255c，　cf．朱 1990　p．45）。

正殿告成 （p．7256a ，　cf．朱 1990　p．33）。

パ クパ 帰蔵、弟の リ ン チ ェ ン襲位 （p．7256b）。

大護国仁王 寺、竣工 （p．7256b）。

リ ン チ ェ ン に命 じて佛事を太廟で 行う （p．7260b）。

五 台山にお い て 佛事 を行 う （p．7264a）。

散都 に命 じて十五 日に佛事を行 なう （p．7264b）。

聖壽i萬安寺 、 竣工 （p．7264d 『仏祖』p．433 で は 1277 年）。

次節では 、 佛事の 背景 と な っ た思想に つ い て検討 して い きた い 。

（2）佛事の 背景に あ る佛頂系陀羅尼信仰 に つ い て

　（a）崇天門の 金輪

　まず、至元四年に、フ ビラ イが パ クパ の 要請 に よっ て崇天 門に金輪 を掲 げた記事から検討する 。

　　　　至元丁卯四年 、 世祖皇帝用帝師班言 、 置白傘蓋於御座之上 、以鎮邦國。 仍置金輪於崇天

　　　門之右鐵柱高數丈、以鐵纈四繋之 、 以 表金轉輪王統制四天 下 。 皆從 帝師之請也 （『析津志 輯

　　　佚』北京古籍出版社 1983，p．214 ：Cf．中村 1993，　pp．70−71）。

　こ こ に見える金転輪王 とは仏典に現れ る理想的帝王 、転輪聖王 の
一
種で ある  

。 転輪聖王 （梵

cakravanin ，蔵 1［hor　lo　bsgyur　ba）とは輪 （cakra ，
’khor　lo）を転ずる もの （vartin ，　bsgyur　ba）と い

う意味で あ り、 そ の 名の 通 り輪  
に よ っ て こ の 世を席捲 し、その 治世には輪宝 、 珠宝、玉女宝 、

主蔵臣宝、主兵 臣宝、馬宝 、象宝 、 の 七 つ の 宝 （輪王七宝 、 rgyal 　srid　sna　bdun）が現れ る と言わ

れ て い る 。 転輪聖 王の うち全世界 を構成する四 つ の 大陸 （四大部洲）の うち 、 四 つ まで を支配す

る王 が金輪王で ある
。

　崇天 門は現在の 午門にあた る宮城の 正面玄関であ り、 ここ に金輪 を掲げた こ とは フ ビライが四

大部洲 （四天下 ）を支配する金輪王 （金轉輪王）で ある こ とを百官、内外の 使節に知 らしめ る意

味が あ っ た こ とで あろ う。 こ の ように 、 崇天門の 金輪は フ ビ ライが金輪王で あるこ とを示して い

るが、崇天門に掲げられ た金輪に は、 もう
一

つ の密教的な意味があ る可能性を以下 に述 べ た い
。

（b）佛頂金輪會 と白傘蓋の佛事の典拠 とな っ た佛頂系密教経典

　中統三 年 に行なわれた佛頂金輪会の 本尊となる一
字金輪佛頂と、至 元四年ない し七年に始 まっ

た とされ る 白傘蓋の 佛事の 本尊 となる 白傘蓋佛母 は、い ずれ も、 佛頂系の 経典 に説かれ る仏で あ
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る 。 佛頂系の 仏とは シ ャ カ ム ニ が瞑想 に入 っ た時 、 そ の 頭頂 （usPiSa 肉髻）か ら出現 した陀羅尼

が尊格化 した もの で ある 。 悟 りを得た シ ャ カ ム ニ の 身体 に あ っ て そ の 頭頂は悟 りをシ ン ボラ イズ

す る
一
番尊貴な部分 である 。

こ の シ ャ カ ム ニ の 肉髻か ら現れ た佛頂系の 仏の 中で 、 代表的なもの

は 『佛頂 尊勝 陀羅尼』（『至元 法録』no ．580−586，『大正』no ．967−971）が尊格化 した尊勝仏母、『白

傘蓋大佛頂陀羅尼經』が尊格化 した 白傘蓋佛母、それ か ら
一

字金輪佛頂で ある 。

　こ れ らの 佛頂系経典は元朝にお い て 盛行 して い た と見 られ、『元史』巻二百二 ・釈老傳の佛事名

目中 には 、サ ン ス ク リ ッ ト語で 尊勝仏母 （vijaya ）を音写 した濱匝雅 や 、チ ベ ッ ト語で 白傘蓋

（gdugs　dkar）を音写 した都 克嘔爾等の 名前が見える 。 また 、 居庸関碑文 に刻 まれた 陀羅尼 は 『佛

頂尊勝陀羅尼』で ある。 また、科爾羅普爾普總は大輪金剛陀羅尼 とい う中国名があ た っ て い るこ

とか ら、 輪王 ダラ ニ を意味するチ ベ ッ ト語 （
’khor　lo　bsgyur　ba　gzungs）をそ の まま音写 した もの

で あろ う （『元史』巻二 百二 ・釈老傳 p．7756d）。

　こ こ で 、前 説の 金輪王 に つ い て考えて見 よ う。 シ ャ カ ム ニ が頭頂か ら陀羅尼 を生み出す時に は

佛頂如来 と い う姿 となる。佛頂系の 密教 に つ い て研究され た三崎良周氏に よれば 、
こ の 「佛頂如

来 とは 、

一
般に は佛頂輪王 と称 され 、その 種字が bhnimpの

一
字で ある こ とか ら、

一
字佛頂輪王 と

も号 され て い る 。 また 後に も言及するが 、 佛頂如来 と称す る佛 に、三佛頂 、 五 佛頂、八佛頂等が

あ り、その 中の 最尊で あ り中心 と され る の が 金輪佛頂であ る こ とか ら、
一

字金輪佛頂 とも称せ ら

れ る　（三 崎 p．114）」。 と、佛頂如来が 佛頂輪王あ る い は
一
字金輪佛頂と称せ られる こ とを述べ て

い る 。

一
方 、 モ ン ゴル語を始め とす る多言語 の 版が 見つ か っ て い る こ とよ り、中国ばか りか内陸

ア ジア全域 で 流行 した と思 われ る 『賢愚経』（damarn［ika
，
　mdzangs 　blun　kyi　mdo ．　P．　no ．1008） に

は 、コ
ー

サ ラ王の 頂上か ら
一
童子が 生 まれ 、 そ の頂生 の 童子が後に王 とな り、 七 宝が具足 し て 、転

輪聖王 とな っ た とい う説話が記 されて い る （CL 三 崎 pp．123− 124）。 こ の 二 つ の 説話の 構造 と名称

の 相同性 か ら、シ ャ カ ム ニ の頂か ら生 まれた佛頂系の 仏 は転輪聖王 が尊格化 ・密教化 した もの

で あ るこ とをみ て とれるで あろ う。

　つ ま り、崇天門の 金輪は金輪王 を示す と同時 に、金輪佛頂会の 主尊で ある金輪佛頂を象徴 した

もの で あ ると も考え られ る の で ある 。 　　 　 ．

　次 に 、こ の 両佛事の 典拠 とな っ た経 を、フ ビ ライの 命に よ っ て 至元二 十二年か ら二十 四年 にか

けて編纂 された 『至元法寳勘同總録』（『昭和法寳總 目録』第二 巻 no ，25，　pp．179−238 所収 以下 『至

元法録』）に基づ い て比定 して い きた い  
。 白傘蓋 の 佛事はチ ベ ッ ト僧 で ある パ ク パ が創設 した も

ので ある こ とか ら、チ ベ ッ トない しサ ン ス ク リ ッ トテ ク ス トが存在 しな い 経典は対象か ら除外 し

た 。 傾向として は 、 白傘蓋佛頂や尊勝佛頂 はサ ン ス ク リ ッ ト・チ ベ ッ ト諸本に多 く、
一

字金輪佛

頂系の経典は漢訳経典 に多い （Cf．三 崎 p．118）。

　 金輪佛頂会の 思想的典拠 とな っ た可能性 の ある経典は 『最勝無比大徳金輪佛頂熾盛光消災吉兆

陀羅尼經
一巻』（唐 天竺三 藏大廣智不空譯 『至元法録』no ．727 『大正 』no ．963）か、『大 威徳金輪

佛頂熾盛光如來消除
一
切災難陀羅尼經

一巻』（唐代失譯人名 『至元法録』no ．728 『大正』no ．964）

か、『菩提場所説
一
字頂輪王經五 巻』（唐天竺三 藏大廣智不空譯 『至元法録』no ．659 『大正』no ．950）

で あろ うか  
。

’

　 また、白傘蓋の 佛事の 典拠 とな っ た経典は 『白傘蓋大佛頂陀羅尼經』
一
巻 （沙羅巴譯 今編入録
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『至元法録』no ．790 『大正』no．975）、並 びに 『佛説大 白傘蓋總持陀羅尼經』（元天竺俊辯大 師及譯

主僧真智 『大正』no ．977）等が 挙 げられる 。 白傘蓋佛母に つ い ては パ クパ が成就法を著 して い る

（SKK ，
　no ．147）。

　（c） 白傘蓋の佛事の 実際

　次 に 、元朝にお ける佛事の 実相 を、前述 の 経典類か ら解釈してみた い
。 金輪佛頂会は その 名前

が知 られる の みで 儀式次第が 明らかで は ない ため、こ こ で は 、 比較的実態の 明らか とな っ て い る

白傘蓋佛事を検討 して い きた い と思 う。

　白傘蓋の 佛事は帝師パ ク パ の 肝入 りで 創設され た儀式で ある こ とが明記 され 、 か つ
、 『元史」祭

祀志 の 國俗舊禮や 『析津志輯佚』歳紀の 条 にお い て 、毎年大変豪華な祭典が 繰 り広げ られ て い た

こ とが記 され て い る （中村 1994
，
　p．70） こ と等か ら、 フ ビライ宮廷 の 重要な仏教儀礼 と思わ れ る

もの で ある 。 以 下に 『元史』に よ っ て 白傘蓋佛事の 要略 を引用 しよう。

　　　　世祖至元七年、以帝師八 思 巴之言 、 於大明殿御座上 、置 白傘蓋
一

。 頂用素段、飃

　　　毯 基上。 謂鎮伏邪魔、護安國刹 。 自後毎歳二 月十五 日、於大 ［明］殿、啓建白傘蓋佛事。

　　　用諸色儀仗社直、迎引傘蓋 、 周遊皇城内外 、云與衆生祓除不祥、導迎福祉 。

・・…

　　　　 十四 日、帝師率梵僧五 百人、於大明殿内建佛事 。

　　　　至十五 日、恭請傘蓋干御座 、奉置寶輿、諸儀衛隊仗列干殿前 、 諸色社直曁諸壇面列干崇

　　　天 門外 、迎引出宮 。 至慶壽寺、具素食。 食罷 、 起行。 從西宮門外、垣海子南岸 、 入厚載紅

　　　門、由東華門過延春門而西 。 帝及后妃公主於玉 伍 ］徳殿門外、搭金脊吾 【五 】殿綵樓而

　　　觀覽焉。 及諦隊儀社直送金傘還宮 、 復恭置御榻上 。 帝師僧衆作佛事 （『元史』巻七七 ・祭祀

　　　六 ・國俗舊禮 p．7455d−7456a；Cf．中村 1993，　pJl ）。

　まず、前半部の 下線部 に描か れた、白傘蓋 の上 に記 された梵字 とは何で あろ うか 。 以下の 二 史

料の うち 、 前者 は 『佛頂大 白傘蓋陀羅 尼總持經』か ら、後者は パ クパ の 著 した 白傘蓋 の 成就 法等

か ら引用 した もの であ る 。

　　　　於其空中華月輪上、想 白色庵字 。 晩字放光 、其光復廻、字種變成 白傘金柄 。 柄上嚴唾字。

　　　其字放光復 廻、字種變成 白傘蓋佛母 （『大正』no ．977，　p．404a）。

　　　　障 りをなす もの や魔 を制圧す る蓮華と日輪の 中央には、自分の 知 を象徴する o叩 の 字が

　　　ある 。 o 叩 の 字 か ら白い 光が 放た れ、その 光 は有情を利益 し て か ら もど っ て くる 。 その 時、

　　　
一

切 の 如来の肉髻か ら出現 した白傘蓋の 無数の 陀羅尼の 文字も勧請 され る 。 〔光 と陀羅尼

　　　は〕
一

味 とな り、そこ か ら白傘蓋佛母が出現す る 。

・…　 身体 の 色 は白 く、 金剛の 結跏

　　　趺坐 をしてお り、 右手に 施無畏 印を結び 、 左手に は国中の 生 きと し生 ける もの と臣下 を覆

　　　う白傘蓋 を持 して い る （SKK ，
　no ．147

， 77−1−2〜77−26 ）。

　こ の 二 つ か ら白傘蓋 の 上 に記 され た梵字 は OM で あるこ とを知る こ とが で きる。

　また、上掲の 白傘蓋佛事の 記述 の 後半部に は大明殿の 玉座の 上 に安置 され て い る 白傘蓋が二 月

の十五 B に玉座か ら宝輿に移され 、時計回 りに皇城 を一
周 して か ら、また玉座 に奉還 され る こ と

が記 されて い る 。 こ の 儀式次第に どの ような意味が存在 した の か を以下 に見 て 見 よう。 『佛頂大白

傘蓋陀羅尼經亅に はこ の 陀羅尼の 効果を以下 の よ うに記 して い る 。
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　　　 賚此佛頂大 白傘蓋、無有能敵 。 般曜
二 合當難母陀羅尼 、 繋幢頂上、廣伸供養、作大佛事 、 奉

　　 迎 斯呪 、 安城 四門、或諸聚落都邑村野 、 禮拜恭敬
一心供養、所有兵陣随即消滅。 疫癘諸病

　　 惱害闘諍 、他兵侵擾
一

切災厄悉皆消滅。（『佛頂大白傘蓋陀羅尼經』『大正』no ．976　p．403c）。

　白傘蓋陀羅尼 を城の 東西南北 の 門 （四 門）に奉迎すれ ば、あらゆ る災難か ら国が 護 られ る とい

うこ の 経典の 記述 と
、 元朝の 白傘蓋の 佛事が 皇城 の 四 囲をめ ぐる点 とは見事 に対応 して い る 。

（3）仏 として の フ ビラ イ

　本節で は 、 崇天 門の 金輪、金輪佛頂会、白傘蓋の 佛事等か ら帰納 される フ ビラ イの 王権像に つ

い て まとめてみ た い
。 まず 、 フ ビ ラ イ の 王座の 上に 白傘蓋が置か れ た こ と に つ い て 考察 した い

。

白傘蓋佛母 は シ ャ カ ム ニ 如来の 肉髻 か ら出現 した 仏で ある 。 従 っ て 、フ ビラ イが 白傘蓋佛母を出

現 させ る母胎で あ る佛頂如来、 すな わち、轉輪聖王の 密教化 した姿 、 佛頂輪王 と と らえ られ て い

た可能性 をこ こ に指摘 したい 。 また 、崇天 門の 金輪 と金輪佛頂会は 、フ ビ ライ の 金輪王 、 な い し、

密教 の 金輪佛頂 と して の 側面をあらわ して い る もの と思 わ れ る 。

　従 っ て 、フ ビラ イは仏 と して の 力か ら、その頂か ら白傘蓋佛頂 や金輪佛頂 をあらわ して国土を

護 っ て い た とい う構造を知る こ とがで きる の で ある 。
こ の ような仏 と して の フ ビ ラ イ の 王 権像は 、

フ ビラ イの 時代に編纂された 『至 元法録』や 、その 後 に編纂 され た 『仏祖歴代通載』（『仏祖』）に

容易に見 出す こ とが で きる 。

　　　　大元天子 、 佛身現世間 、 佛心治天 下 。 （『至元法録』至元二 十六年 （1289）三 月日杭州靈

　　　隱禪寺住持沙門淨伏序）

　　　　我世祖皇帝 、 即古佛示現之應 身也 。 若夫飯僧 、 建刹造像、範金天下、讀誦藏經、資戒廣

　　　大施會 。 豈筆舌所可勝紀 。 （『至 元法録』大徳十年 （1306）冬至 日 江西吉州路前官講報恩寺

　　　講經論釋克己序）

　　　遂命大都報恩禪寺林泉倫長老 下火、謝恩畢拈香云 「佛心天子憫衆生、・…
　 此香端為祝延

　　　大元 世主當今皇帝聖躬萬歳萬 歳萬萬歳。 p mth　　。

…
　　 （『仏祖』p．456）

　　　帝問揀壇主云 「何處有佛」揀奏云 「我皇即是佛」帝云 「朕如何 是佛」揀云 「殺活在於手 、 乾

　　　坤掌上平」 （『仏祖』p．463）

　特に 下線部は 、
フ ビラ イの 法輪 をまわ す仏 と して の 出世 間の 姿 と、金輪 をまわす世 間の 転輪聖

王 と し て の 姿の 両側面 をとらえて い て興味深 い 。こ の よ うに、仏として の フ ビ ライが呪力によ っ

て 元朝の 国家を安泰に護る と い う意味が 仏教儀礼の 中に は伏せ られて い た の で ある 。 以下 の節で

は 、
こ れ らの 仏教儀礼 を演 出 して い た パ ク パ の 思想を見て 行 きた い

。

II． パ クパ の 著作群 か ら見 る モ ン ゴ ル 王 統観の 成熟過程

（1）王統史観 を含むパ クパ の著作

　前章で は フ ビラ イ宮廷の 仏教儀礼 と、 そ の 場における フ ビ ラ イの 位置 を検討 したが 、 本章で は

こ れ らの 儀式 を演出 した パ ク パ 自身の 著作か ら、モ ン ゴ ル 王統に対する捉え方の 変遷 を見 て行 き

た い と思 う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −39一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Tlbetan 　Studles

一パ ク パ の 仏教思想に基 づ くフ ビ ラ イの 王権像につ い て
一

　パ ク パ は多数の 著作を残 して い る ものの 、 その ほ とん どは宗教的著作で あ り王 権を真正面か ら

論 じた ような政治的な著作は存在 しな い 。 しか し、王統に関 して 多少な りとも触れた もの が、元

朝の 諸皇帝、王子、王妃 に捧げ られ た文章の 中に若干存在する 。
こ れ らの 著作 は正月に送られ た

吉祥偈 （tshigs　bcad　pa）、王 や 王妃の あるべ きよ うを誠めた もの （gdams　pa）、 書信 （spring 　yig）、

諸王 が経典 を建立す る に際 し て 送 っ た前文 （mtshon 　byed）等に分類する こ とがで きる 。 その 分類

の 中で は定式化 が行 なわれてお り、 内容は ほ とん ど同 じで ある 。 こ れ らの パ ク パ の 著作 は福田氏

（福田 ， 1986，pp52 −72）が コ ロ フ ォ ン に基づ い て著作を年代順 に配列し、重要な著作に は解説 を付

す等の 整理研究 を行 っ て い る 。 また、後世に作成 されたパ ク パ の著作目録 と の 題名の
一

致 ・不
一

致 も全て 挙げて い る （福田 ，
1986，pp．166−184）。

　モ ン ゴ ル 王家が関係 する パ ク パ の 著作の 中か ら、フ ビライの 王統 に関する記述 を含ん だ史料を

以下 に年代順に揚げる 。

　 12656114no ．311　 「王父子が 仏塔を建立 した こ とを称える著作」Cf．王子チ ン キム を賞賛し

　　　　　　　　　　　た もの 。

1271　　718　　　no ．210

1273　　31＊　　 no ．299

1274　 10113　no ．300

1275　　2！24　　no ．211

　 　 　7115　　no ．301

　 　 　8／8　　 no ．298

　 　 　 9／22

　 　 　9／28

　 　 　 ＊！＊

1276　2／14

1277 　 b／25

no ．312no

．154no

．313no

．296no

．297

1278　　8123　　no ．1

　 　 　 10！5　　no ．295

「王 を誠め た章」

「ジ ビ ク テ ム ル が r華厳経』（P．no ．761）、 『金光明経』（P．174，175，176）、

『十萬般若波羅蜜多経』 を建立 した際の 前文」

「ア ロ クチ ェ が般若経 を建立 した章」

「［王 を誠め た章の 】要約」

「フ ビラ イが 『大 ・中 ・小般若経』
（6＞を建立 した際の 前文」

「マ ン ガ ラ夫妻が 『大 ・中 ・小般若経』と 『華厳経』を建立 した際の 前

文」

「賞賛さる べ きもの を賞賛 した章」Cf．フ ビ ラ イを賞賛 した もの 。

「王 を誡め た章の 注釈」

「チ ベ ッ トの 王統を賞賛 する偈」Cf．チ ン キ ム を賞賛 した もの 。

「宝な る法を建立 した前文の 章」

「宝なる正法が興隆する器 を建立 した こ とを称える もの 」チ ン キ ム に捧

げられ た もの 。

厂彰所知論」Cf．チ ン キ ム の 勧め に よ っ て 記 された論書 。

「善逝 （仏）の 御言葉 を全て建立 した こ とを明 らかにす るもの」Cf．チ ン

キ ム に よる大蔵経建立 に よせ て記 され た書 。

　ジビ クテムル は フ ビラ イの伯父ゴダ ン の 息子で あ り、チ ン キ ム
、

マ ン ガ ラ
、

ノ モ ハ ン
、 ア ロ ク

チ ェ は皆 フ ビ ライの 子で ある 。
ゴ ゴ チ ェ ン はチ ン キ ム の妃 で ある 。

　これ に よ る と、王統 にふ れ た著作は没年 （1280 年）直前 の 十年間に集中して い る こ と、また、

1278年に著作 された 『彰所知論』以外は 、 全て 般若経の 建立 に まつ わる著作 （福 田 ，1986，p．69）

で ある こ と に気付 く。 般若経は顕教の代表的経典で ある こ とか ら 、
こ の前文に記 された フ ビ ライ

の 姿に は前節 で 述べ た ような密教的な側面は現れ て こ ない
。 しか し、転輪聖王 とい う言葉は、あ

る時期か ら現 れて来 る こ とを知 るこ とが で きる 。 以下 に、こ れらの 著作に述 べ られて い る王統史

観 につ い て具体的に見て 行きた い 。
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（2）パ クパ の王 統史観の 変遷

（a）初期　仏教年代観の 中にお けるモ ン ゴル 王統

　No．311 の 著作は チ ン キ ム の 仏塔 建立 に際 して 、 勅命に よっ て クパ が 1265 年に著 した もの で あ

る 。 この著作の 冒頭に は、シ ャ カ族の 王 （シ ャ カ ム ニ ）の 没後、沢山の王が 現れたが、仏滅後 3290

年経過 した後、それ ら の 全て の もの よ りも力 にお い て 王 政にお い て広大なチ ン ギ ス ハ ン が モ ン ゴ

ル族 に 現 れ た 、 とい う内容 の 記述がある 。 また そ れに続 い て 、順 次 フ ビラ イ とそ の諸子チ ン キム 、

マ ン ガ ラ 、
ノ モ ハ ン まで の 王統が述 べ られて い る 。 オゴ タ イの没後に トゥ ル イ妃 の ソ ル カ クタ ニ

ベ キの 治世が あ っ た こ とに言及する な ど （SKK ，
2843 −2）、モ ン ゴ ル 王 統の 記述 に詳 しい こ とが特

徴的で ある 。

　それか ら しば らくの著作は諸王諸妃 に対 して吉祥偈や 手紙等が多く、 そ の 内容は概 して 諸経 を

引用 した宗教 的教誡な い し祝福で ある 。

　その 後、1273年に ジ ビク テ ム ル が （no ．299）、1274年 に ア ロ クチ ェ が （no ．300）、1275 年に マ ン

ガラ夫妻 （no ．298）が 施主 とな っ て続々 と般若経 の 建立 が行なわれ た 。 その 際 に パ ク パ が よせ た

著作の 冒頭には まず仏教年代論 ともい うべ き劫の 解説が 行なわれ て い る 。 た とえば 、No．299 を例

に と っ て み よ う。
こ の 著作 には 、我 々 の 住 む時代は賢劫 （bskal　pa　bzang　po）とい う時代で ある こ

と 、 人間の 壽命が 100才に なっ た時代 に シ ャ カ ム ニ 仏が 出現 したこ と、仏教界 に は五 百年 ごとに

変化が 生 じ 、 五 千年た っ た十期目に滅亡す る こ と、現在は七期 目の 五 百年 （1nga　brgya　bdun　pa）で

あるこ と等が 説か れ て い る
 

。 また 、仏の 教えが こ の 世 に存在す る 間には 、 さ まざまな地 に法王

が 出現 し、中で も北方か らチ ン ギ ス ハ ン が現れた こ とを述べ る 。 他 の 著作 もno ．299 程詳細で はな

い に して も 、 仏教年代観 にお い て七番目の 五百年に北 方か らチ ン ギ ス が現れ た、とい う記述は必

ず存在 して い る 。

　さらに、チ ン ギス に続 い て 、 オ ゴ デ イ、グユ ク、モ ン ケ 、 フ ビ ラ イ と五 代が共通 して 述 べ られ

てお り、続 い て 、施主 に至る系譜が続 い て い る 。 例 えば、no ．299の ジ ビ クテ ム ル にあて た著作は 、

ジ ビクテ ム ル が ゴ ダ ン の 息子なの で 、オゴ タイの 息子 であ りジビ クテ ム ル の 父で ある ゴ ダ ン の 名

前が 付加されて い る 。 また 、ア ロ クチ ェ の場合 （no ．300）は フ ビ ラ イの 息子 として マ ン ガ ラ 、 ノ

モ ハ ン、ア ロ クチ ェ の名前も付加 きれて い る 。
マ ン ガ ラ夫妻に あて た著作 （no ．298）にはマ ン ガ

ラ の 妃の 名プ ン ダリまでが言及 され て い る 。

　 こ れ ら の 著作 に共通す る特徴 は、モ ン ゴ ル 王の 出現を般若経典 に基づ く時間軸 （第七期 目の 五

百年間）と空間軸 （世間の 北方）の 中で捉えて い るこ と、また 、モ ン ゴ ル 王統は フ ビライまで の

五 代 （ない しその
一
部が ）が 簡潔に定式化 して述 べ られて い る こ と等で あ る 。

（b）後期　転輪聖王思想の 登場

　1276年にチ ン キ ム とそ の子の ため に パ クパ が著 した著作には モ ン ゴ ル 王統に対する新 しい 概念

が 現れ る 。 それは前章で検討が 行な われ た転輪聖王 とい う言葉で ある
（9）

。

　　　…　　その息子は グユ ク ハ ン で ある 。 その 方 も人主に な っ た。 その 父の 御兄弟の モ ン ケ ハ

　　　ン は力の 輪をまわす もの の ご と きに な っ た 。 そ の弟はフ ビ ライとい い 善 と真理の 力に よ っ
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　　　て全地に権力をふ るっ た。 輪を まわすもの の ご と きに な っ た 。

…　　（SKK ，　no ．296，25g−3−

　　　 4〜6）

　さらに、1278年にチ ン キム の 勧め に よ りパ ク パ が著 した 『彰所 知論』（SKK ，　nQ ．1，漢訳 ：『大正』

no ．1645 ，　pp．226−237）に お い て 、今まで経典の 序 と して単発 的に述べ られてきたパ ク パ の王統観は

始め て 独立 の 著作に記 され る こ ととな っ た 。 こ こ には 仏教の 世界観 ・時間観 ・王統観 ・修行法が

詳細に述 べ られ 、 モ ン ゴ ル 王統は仏教伝播の 歴史の 中に は っ き り位置付け られて い る 。
パ クパ の

著作の 中で 「彰所知論』の み が元朝期 に即座 に漢訳 され、大蔵経に編入 された こ とは、パ クパ の

王統観や教 えが集約 して述べ られ て い る記念碑的著作を 、 多 くの 人が知 る必要がある と当時判断

され て い たこ とを示 して い よう｛9）
。

　　　
…
　 仏が涅槃 に入 っ て か ら三 千二 百五十年以上経過 した時、北方の モ ン ゴ ル 国に古 に功

　　　徳 を積んだ果が 熟 して、チ ンギ ス ・ハ ン とい うもの が現れ た 。 その 方は北方か ら始ま っ て

　　　様々 な言語の 沢山の 国を征服 して 、力に よ っ て輪を転ず る もの の ご ときにな っ た の で ある 。

　　　その 子息 と して は 、

・…
　 その 末子はフ ビ ライ と名高 く、王 に推戴 され て か らは前の 方達

　　　よ りも殊勝な王 政 をなさられ て 、 宝の 教 えの 門 に入 っ て 、 王 政 を仏法 に則 っ て護 り、 シ ャ

　　　カ の 教 えも明 らかに なさ られ た の で ある 。
・…　 か くの ご と くシ ャ カの王 統か らは じまっ

　　　て 、現在存在 して い る王統 まで等を説 い た の であ る 。
…　　 （SKK ，　no ．1

，
10−2−1〜IO−3．1）

　文中にお い てチ ン ギス ・ハ ン を 「力の 輪を転ず るもの 」と形 容 して い る。こ の
一

ヶ 月後に 記 さ

れ た著作 （SKK ，　no ．295）にお い て も、フ ビ ライや そ の子チ ン キ ム も以下 の よ うに 「轉輪王の ご と

く」 に な っ たと言及され て い る 。

　　　そ の弟フ ビラ イ と い うもの は 、 福徳 の 威光 に よっ て 、 暗愚な もの を圧 倒 し 、 言葉 によ っ て

　　　王政 を護 るもの とな っ た 。 全て の 経典 に造詣深 く、王政 を仏法に則 っ て 護 り、力に よ っ て

　　　地に権力を振 る い 、輪 を まわす もの の ご とくに な っ た の で ある 。

…　 その王の御長子 は

　　　チ ン キ ム 、妃 は ゴ ゴチ ェ ン で ある 。 チ ン キ ム は轉輪王の 子息の 如 く、 上流の 徳 と栄光を得

　　　て 、信仰 と慈悲 に よ っ て 飾られ た御心に よ っ て 、法の 理 に良 く通 じ 、 名声はあ まね く響き

　　　わた っ た の で ある （SKK ，　no ．295
，
257−3−2〜257−3−5）。

　こ の ように 、パ ク パ の モ ン ゴ ル 王統 を仏教史に位置付 ける作業は 『彰所知論』に 至 っ て完成す

る の で あ る 。 以上 、
パ ク パ の 著作か ら、 フ ビラ イが転輪聖王 として位置付け られて い く過程に つ

い て述べ た 。

おわ りに 一大都の 創建 と フ ビ ライの 王権一

　『析津志輯佚』 には、

　　　国有清規 、

一
遵西番教則 （『析津志輯佚』p．211）。

と、 元朝に は清規 と い うもの が あり、それはチ ベ ッ トの 規則 に従 っ て い た こ とが記 されて い る 。

清規 とはおそ ら く、チ ベ ッ トや モ ン ゴ ル文化圏で 用 い られ る政治 ・宗教 と い う二 つ の 則を意味す

る二 規 （qoyar　yosun，　lugs　gnyis）の うち、宗教に かか わ る 則を漢訳 した 言葉 で あろ う。
こ の 記事

が事実を述べ て い る こ とは、フ ビラ イが即位 と同時に パ クパ を国師とした こ と 、 『元史』の 中統二

年と至 元十三年の 記述 か ら、元朝の 祖宗は 寺に祀 られてお り、太廟が建立 され た後に もその 祭祀
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に は チ ベ ッ ト僧が 参加 して い たこ と等か ら容易に知る こ とが で きる 。

　本稿 で は 、
パ ク パ の 助言に よ っ て 崇天 門に まつ られた金輪 （1−（2）−a）や パ クパ の思想 （II）は フ

ビ ライを仏教 の 理想的帝王 、 転輪聖王 と して 表 して い る こ と、また、パ ク パ に よ っ て宮 中で 主宰

された佛頂金輪会や 白傘蓋の佛事 （1−（2）−c）の解釈か ら、フ ビ ライの 王権が佛頂如来と して の 性 格

を有 して い た可 能性が あ る こ と等を明 らか に した 。
こ れ は 、 元朝の 諸史料 に フ ビ ラ イが しば しば

仏 として言及 されて い る こ ととも一
致す る （1−（3））。 これ も 「清規」が チ ベ ッ トの 思想 に従 っ て い

た事例の
一

つ と言えよう。

　最後に 、
こ れ らの 仏教儀礼 が行なわれ た時期 と場所に つ い て 注意を喚起 してお きた い

。
パ ク パ

が 白傘蓋 を王座 に置 き、 金輪をまつ りは じめ た と こ ろ の 至元 四年の 干支 、丁卯 は 、チ ベ ッ トで は

シ ャ カ の 没年にあたる干支 とされ、い わ ば、仏教 の 甲子 にあた る年で ある 。 シ ャ カ の 没年 を丙卯

とす る こ と は パ クパ の 著書等か ら も根拠づ ける こ とがで きる （SKK ，
　no ．294，256−1−5）。 実は 、こ

の 年の 正 月に大都の 建設が始 まっ て い る の で あ る 。

　　　歳 は丁卯にあ り、正 月丁未の吉 を以 っ て、初め て 大都 を城 く （『道園学古録」巻二 三 ， 陳

　　　P，58）。

　　　四年、始め て 中都の 東 北に今の 城 を置 きて 、都 を遷す （『元史』巻 五 八 ・地理志 ・地理
一

　　　p．7394c ）o

こ の よ うに、首都 の 創建 と フ ビラ イ の 王権像をチ ベ ッ ト仏教思想の 下 に演出す る作業は、仏教の

甲子 に あた る年に同時に始 まっ て い る の で ある 。

　こ の 後、至元十年に は 皇后 ・皇太子が冊立 され、至元 十
一

年正 月 には 、大都の正殿 が完成 し、

フ ビ ライ は こ の 宮殿で 初め て 朝賀 を受けて い る 。
こ の 時期 、 仏教 界に も大 きな動 きが あ り、元朝

の 国家儀礼 に と っ て 重要 な仏寺が 次々 と創建され た 。 至 元七 年に着工 、至元十一年 に竣工 した護

国仁王寺は 中村氏の 最近の 論稿 に よ り帝師の 居所の 寺で あ る こ とが明 らか に された 。 また、至元

九年 に着工 され 、 至元十六 年に竣工 した聖壽萬安寺は 、 即位や 天壽節等の 国家儀礼に 先立 つ こ と

三 日前 に儀礼 を演習 した地で ある  
。

　一
方、パ ク パ の 帝師就任 は至元十

一
年の こ とであ り、

パ ク パ の 著書 の 中に転輪聖王の 文字が出

現 し始め る の は至 元十二年〜十三年頃からで ある （II−（2）−b）。 従 っ て 、 帝師パ ク パ の 誕 生 と大都の

完成 は連動 して い る の で ある 。 以上 の諸事か ら、大都創建 の初期 にあ っ て 、チ ベ ッ ト僧パ ク パ の

思想が ある種の 役割を果た して い たこ とを確認す る こ ともで きよ う。

注

（1） こ の 件に つ い て は 以下 の 拙稿に詳 しい
。　「パ ン チ ェ ン ラ マ と乾隆帝 の 会見の背景に あ る 仏教思想

　　に つ い て」『内陸ア ジ ア言語の研究』9、1994、pp．27−62； 「転輪聖王思想が蔵蒙清関係に与えた影

　　響につ い て」『史滴』16 、 1994年 、 pp．59−64； 「『ア ル タ ン ・ハ ー
ン 伝』に見る十七世紀 モ ン ゴ ル の

　　歴 史認識に つ い て」『日本モ ン ゴ ル 学会紀要」25、1995年、pp．1−14 。

（2） 『阿毘達磨倶舎論』巻
一

二 （『大正』no ．1558，　p．64 ）

（3） 転輪王 の ラ ン クに よっ て 金銀銅鉄 と輪の 材質が落 ち て い く。 また 、鉄輪王 は末世に現れ、力の 輪

　　 を ま わすもの と言 い 換えられ る 場合が ある 。

（4） 同 目録は大蔵経の 諸言語 （漢梵蔵）の 版 を校勘し、欠如がある もの は こ れ を補 い 、無い もの は 書

　　 写する とい う作業がな された際に作成 された 目録 で あ る 。
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（5） チ ベ ッ ト密教 の 専門家で あ る 田 中公明氏に よ れ ば、サ キ ャ 派の帝師の もとで、中国仏教 で 流行 し

　　　た金輪佛頂系 の 経典が流行 した とは考え に くい た め 、同じ佛頂系経典で もサキ ャ派で重ん じられ

　　　た 『悪趣清浄 タ ン トラ亅 （durgatipariSodhana，　sbyong 　rgyud ）の本尊 kun　rig 　mam 　par　snang 　mdzad

　　　（大日如来）を金輪佛頂 と誤訳 した の で は ない か との御意見で あっ た 。 『悪趣清浄 タ ン トラ且につ

　　 い て は、、パ クパ の 二 代前の サ キ ャ 派座主、タクパ ・ゲ ン ツ ェ ン が多 くの著作を記してい る。

（6） 『大般若経』は 『十萬般若波羅蜜多経』P．no ．730 、丁中般若経』は 『聖
一

萬八 千般若波羅蜜多大乗

　　 経』P．no ．731、『小般若経亅は 『聖八千般若波羅蜜多経』P．　no ．734 の 通称である 。

（7） 仏教が こ の 世 に留まる期 間を 5000年ととらえ る 思想は 『大般若波羅蜜多経』中 に 述 べ られ る思想

　　 で ある （DZG ，　P．762）。

（8） 厳密に言えばその 前年の 1275年の フ ビ ラ イ の 讃歌 （SKK ，　no ．312）に 「汝の 栄光によっ て王政 は

　　 各 々 堅 くま とまる よ うに な っ た。転輪聖王 の偉大な 栄光 に よ っ て 四洲 を
一

つ に ま とめ る ご ときで

　　 あ る 。（SKK ，285−3−3）」 と、轉輪 王 に 触れた記述が ある 。 また、日付はな い が no ．313 に も轉輪王

　　 や ア シ ョ カ 王 の 名前を見 出す こ と が で きる 。
こ の 前後の著作は 1275年に書かれ て い る ため に、

　　 no ．313 も同年に書か れ た 可能性が ある 。

（9） 『彰所 知論』の 漢訳は 『至元録』の 開版 された大徳丙午十月 （1306年）に行なわれ て い る。漢訳 の

　　 結果、元朝期に編纂された仏教史 『佛祖』（1341年成書）の冒頭に引用さ れ る等、中国仏教史の 記

　　 述に も影響を与える事とな っ た 。

（10） 『元史』巻六七 ・禮樂一 「元正 受朝儀」「天壽節受朝儀」「郊廟禮也受朝儀」「皇帝即位受朝儀」。
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